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平成 25 年度 津高東京同窓会のご報告 

 

 

平成 25年度津高東京同窓会は、本年 5 月 25日（土）11時 30 分から東海大学交友

会館（霞が関ビル 35 階）において、145 名の皆様のご参加をいただき、盛況のうち

に開催されました。格式張らず、のびのびとし、心温まる素晴らしい同窓会でした。 

今回の同窓会のテーマは、「あなたの青春の心を、確かめにいらっしゃいませんか」

でした。参加者一同皆、ひととき高校時代に戻り、自分たちの「青春の心」を確かめ、

明日を生きる力をもらいました。 

 

 

＜開会、会則改正・役員選任＞ 

午前 11時開幕。司会は、昭和 41年卒の脇田允夫さんと大西光子さん。 

 

 

さっそく、司会から東京同窓会の会則改正案と平成 25 年度役員（案）が諮られ、

拍手で承認されました。引き続き、新旧会長のご挨拶をいただきました。 
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 １ 谷口前会長 

 

今年の同窓会は、41年卒業と 53年卒業の皆さんが、ちょうど事務局の交代もあっ

た関係で大変ご苦労されましたが、立派な企画をしていただきましたので、どうぞ最

後までお楽しみいただきたいと思います。 

私は、平成 17 年に加藤前会長から会長を引き継がせていただきました。8 年にな

ります。ここで交代をさせていただきます。この間のご支援、ご協力に心から感謝い

たします。 

新会長は 41 年卒業の田村正衛さんが快くお引き受けいただきました。執行部も一

部入れ替えとなりますので、会員の皆さまから多くのご支援、ご協力をお寄せいただ

けたら、大変ありがたいと存じます。 

 

２ 田村新会長 
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この度、東京同窓会の会長を仰せつかりました。谷口会長とは 10 年余りの歳の差

があり覚束ない思いもいたしますが、皆様のお助けをいただき、微力ながら同窓会の

発展に努力していきたいと考えております。 

本日は自由かつ楽しかった高校時代の思い出話に花を咲かせていただきたいと思

いますし、あいにくお出でになられなかった同窓生の皆様には来年ぜひご参加いただ

けますよう、同窓会の会員名簿の整理に力を注いでいきたいと考えています。 

東京、関東にお住まいの皆様の、言わば心のよりどころとなるような同窓会となる

よう、事務局と一丸となって努力してまいります。 

 

＜来賓のご挨拶＞ 

１ 飯田俊司津高同窓会本部会長 

 

東京、大阪、名古屋と全国各地で同窓会が盛んに行われています。また、一昨年か

ら、活躍されているＯＢの人の話を聞く「有造塾」をやっています。 

さらに今年は東南アジア旅行を計画しています。東京からもぜひ参加していただけ

ればと思います。 

三重県の話題は、何といっても伊勢神宮の式年遷宮です。今年は、1000 万人以上

の方が伊勢を訪れると思います。 

 

２ 小野芳孝津高校長 
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本年春に津高に赴任させていただきました。母校である津高へのご理解、ご支援を

賜り、厚く御礼申し上げます。 

津高の部活動は、大変盛んです。全国大会に 9つのクラブが出場を果たしています。

進学実績も大変良くなっております。非常に大人しく、素直でよい子が多い学校にな

っております。 

現在、本校は進路実現、人間力を高める、キャリア教育の充実の３つに力を入れて

教育活動を行っており、さらに、いわゆる守・破・離を意識した指導も同時に行って

います。これらを通じて、本校の教訓である自主自律が身についた生徒を育てていき

たいと思っています。 

 

＜特別講演＞ 

 

12時 10 分からは、小原健弁護士（昭和 41年卒）が「裁判員制度の今とこれから」

と題して講演しました。小原弁護士による講演内容は、以下の通りでした。 

・ なぜ今裁判員裁判なのでしょうか。 

裁判が国民の常識から離れないようにすることともに、国民自身が自分の問題

として裁判に参加することが重要です。 

・ それでは、裁判員裁判の実態はどうなっているのでしょうか。 

量刑が重くなったものと軽くなったものがあります。 

・ 裁判員に参加した人は、参加する前は 52.5％がやりたくないと言い、参加後

は 95.4％がよい経験だったと言っています。まずは、広い支持を得ていると言

えます。 

・ 東京、大阪、名古屋の裁判官が、裁判員裁判を担当した感想を述べています。

「裁判員は、自分の意見を言わないのでは？感情に流されるのでは？細かいとこ

ろにこだわるのでは？そんな質問を受けたが、全く当てはまらない。そう感じた

ことは 1回もない」という声も有ります。法律の素人の方と議論することが、裁

判官に大きな影響を与えています。 

・ 裁判員裁判は、裁判実務にも影響を与え、裁判官の意識も変え、また国民の裁
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判への関心やより現実的な感覚を形成する契機となっています。 

・ 裁判官の負担の軽減や守秘義務の改善など、いろいろ問題もあります。しかし、

これらは決して改善できない問題ではありません。 

・ 今後は、より国民に関わりの深い民事裁判への裁判員裁判導入も検討するべき

です。 

※ 30 分弱という限られた時間。そのうえ、堅苦しいテーマでしたから輪番幹事一

同心配でしたが、皆様真剣な眼差しで最後まで熱心に聞いていただきました。講演

者が一番安心しました。 

 

＜乾杯、歓談、ご来賓ご挨拶＞ 

12時 15 分から、津高同窓会奥田栄子副会長の音頭で一同乾杯。 

引き続き、ご来賓の皆様のご挨拶をいただきました。 

 

 

１ 中山正隆大阪同窓会事務局長 
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大阪では、緩やかに交流しようということで運営しています。 

関西と東京とで引っ越された方の情報を知らせ合いましょう。これからもお付き合

いいただきたいと思っております。 

 

２ 佐脇功先生（恩師） 

 

私は、現在 82 歳、農業もしております。津高には、昭和 38 年から昭和 58 年まで

20年間勤務しました。今回の輪番幹事である昭和 41年卒生は、中でもよく印象に残

っていますよ。昭和 38 年暮れに火事があり、体育館をベニヤ板で仕切って授業した

のです。1 学年 14 クラス 752 名がよく勉強し、クラブ活動にも熱心でした。私も一

緒に勉強しました。津高での時代が懐かしいです。 

 

３ 和田（島村）秀子先生（恩師：昭和 41年卒） 

 

41年卒の島村、今は和田と言います。平成 9年から 20年まで津高で教員をしてお

りました。私自身も、佐脇先生のもとで教えてもらったのです。体育の教師でしたが

ダンス部の顧問もしていて、ヒップホップ、ブレイクダンスもやりました。本日は、

卒業生としてだけでなく、恩師として参加できてとても嬉しいです。 
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＜席替え後の歓談＞ 

  

  

  

 

今回、初めての試みとして、同窓会当日に引き当てた座席表に従って席替えを行い

ました。同学年だけではなく、他の学年の同窓生ともできるだけ交流していただく目

的でした。 

席替え後の会話は、とても盛り上がりました。思い出の恩師の話、初恋の話、趣味

の話、仕事の話と話題に事欠きません。新しい発見と出会いが生まれました。 
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＜新卒生からの挨拶＞ 

テーブルごとの歓談が盛り上がったところで、新卒生からのご挨拶をいただきまし

た。 

 

１ 伊藤凌平さん 

 

私は、中学生のころから科学者を志してきました。津高に進学し、期待した以上の

すばらしい環境を提供していただきました。部活動や文化祭も非常に充実していまし

た。これから人間的に成長できるような大学生活を送りたいと思っています。 

 

２ 高城晴美さん 

 
 

東京で 1人で暮らすようになって、初めて自分がどれほど多くの人に支えられてい

たかわかりました。私は、津高で学んだ凡事徹底、文武両道、自主自律という 3つの

言葉を、これからも実践して行きます。そして、もっともっと人として大きく成長し

ていきたいです。 
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＜輪番幹事、副幹事交代式＞ 

輪番幹事が交代します。新旧幹事の挨拶がありました。 

 

１ 小原健さん（昭和 41年卒・今年度輪番幹事） 

 
 

私たち輪番幹事一同、1 年間にわたって同窓会の準備をしてきました。このことで

一番楽しませていただいたのは私たち幹事です。上京して 47 年、ここまで同期生と

親密に話し合えたことはありませんでした。50 年近い前のある時期を共に過ごした

ことが、こんなに深いつながりになるとは予想できないことでした。 

松明は次年度に引き継がれます。この火を絶やすことなく、私たちの青春の心を確

かめさせてください。 

 

２ 佐藤博さん（昭和 42年卒・次年度輪番幹事） 

 
佐脇先生には、本当にお世話になりました。小原さんもよく覚えています。林明さ

んも印象深かった。中学校のバスケットのキャプテンで大活躍されていました。来年

は、私たちが頑張ります。 
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３ 尾関智二さん（昭和 54年卒・次年度副輪番幹事） 

 

次年度に副輪番幹事をやらなければいけないので心配でした。しかし、今、輪番幹

事の佐藤さんの話を聞いて安心しました。これはもうお任せすればと思いました。 

 

＜抽選会＞  

  

 

 

午後 2時からは、抽選会が行われました。ふるさと津の銘品の数々が景品として用

意され、また、同窓会本部から記念のキーホルダーが寄贈されました。新旧会長、飯

田本部会長、小野校長ほかが次々とクジを引き、名前を呼ばれた参加者は大喜びで景

品を受け取りました。 

このころになると、盛り上がりは最高潮に達しました。 
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＜校歌合唱＞ 

 

津中・三重桜・津高の校歌を合唱しました。歌唱指導は、大島康さん（昭和 41 年

卒）。元早稲田実業高校の音楽の先生という本格派。 

 

ここで、三重県立津高等女学校昭和 11 年卒生の信藤節子さんから、以下のとおり

飛び入りのスピーチがありました。 

 

「95歳になります。いつも三重桜の歌が消えてしまわないようにと思って 1 人で

がんばってきました。この歌を消したくないためだけで、ここに参加しています。

来年は無理かもしれませんが、体の続く限り参加させていただきます。ご発展を

お祈りしております。」 
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＜総会を終えて＞ 

新しい事務局の発足という大変困難なときでしたが、無事開催できたことで、幹事

一同ほっとしております。 

今回、くじ引きで席替えを行い、多様な交流の場を持てたことはすばらしいことだ

ったと思います。ただ、短い時間にたくさんの内容を詰め込もうとしたため、せっか

く遠路はるばるお越しいただいたご来賓の皆様のご挨拶の時間が十分なかったのが

心残りです。同窓生の誼で、お許しください。 

今後とも、津高東京同窓会というかけがえのない交流の場を末永く続けていくため、

私たちも微力ながら力を尽くしたいと思います。 

皆様のご協力にあらためて心から感謝します。来年もお会いしましょう。 

以上 

 


